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琵琶湖沿岸のヨシ(Phragmites communis T r in . )について*

はじめに

琵琶湖の湖岸は、他の水圏に比し、ヨシ帯が良く発達 

している。その理由として生嶋(1)は、底質が砂である事を 

挙げ、泥質ではマコモ Q Z izan ia  la tifo lia  T u rcz .)  

などが優占するとのベている。近年良く発達したこのヨ 

シ帯が減少し、水質、風景上の問題からその保全がとり 

あげられている0 筆者は、 ヨシ帯の分布面積、 ヨシ帯の 

現存量の地域差、形態•生態的地域差などについて調査 

を行なって来たが、ここではおもに、琵琶湖岸における 

ヨシ帯の分布とその成因、各地域の形態上の差、種子ね 

ん性とその発芽などについて報告する。

ヨシ帯の成立

現在のびわ湖は、湖岸帯に無数に存在した大小の内湖
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の大半が埋められてしまったが、かっては、これらの内 

湖に大面積のヨシ帯があった、と言われている。ここで 

は、昭和50年以降の湖岸を調査した結果をのべる。

現在、もっともよく発達したヨシ帯は、東南部、安曇 

川デルタ、東北部の三地域にみられる（第 1 図）。東南 

部は、地形がなだらかで、風波の影響が少ないなどヨシ 

帯成立上の好条件があり、農耕地としても適しているの 

で、ヨシをとり除いて水田を造成した面積も多いものと 

考えられる。安曇川デルタは、安曇川のもたらした砂質 

湿地で、ここもまた農業開発以前は、より大きいヨシ帯 

であったと想像される。東北部は、かって早崎内湖が存 

在した頃からみれば、分布の中心がや、北に移っており、 

一部人工的に植栽した所もある®。この地域も遠浅の砂 

質土であるが、その粒子はや、荒い。この三地域以外に
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注 ）第 1図胃胡のヨシの分布地と分布の無い地帯（右）第 2 図びわ湖における波の強さと北西・d d 匕西風の吹送（対 

岸）距離，各地点の数字は入射波エネルギー： （ t i r Z n x /s )  dayを示し，湖岸川ま吹送距離が最も長く，Bはこれに次ぎ， 

Ci撮も短いことを示す。びわ湖のヨシ聯^H する諷繊討結果報告書（ 1978)職 県 水 麟 ，より引用し個した0
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も小さいヨシ群落は存在するが、彦根を中心とする東岸 

は、遠浅の砂浜であるにもかかわらず、 ヨシ帯がみられ 

ない。また、北部の湖岸にも目立った群落がなく、安曇 

川以南の西岸にもヨシ帯がない。 ヨシ帯の発達しなかっ 

たこの三地域は、それぞれその不成立の原因が異ってい 

るように見える。すなわち、北岸は、底質が岩しょうで 

あり、山が迫っている、ことが原因であろうし、西岸の 

それは、砂質ではあっても急激に深くなっていて、ヨシ 

の生える余地が少ない0 滋賀県水産試験場の調査では⑶、 

びわ湖のヨシ群落は水深約100cmまでしか、その分布が 

見られない。東岸部は、風波がその成立をさまたげてい 

る様である（第 2 図）。なお、大津市周辺は、かっては 

ヨシ帯があったと思われる自然条件下にあるが、現在は 

都市化によってその姿はみられない。

形態の地域差

びわ湖に流入する各河J11には、ツルヨシ（P h ra g m ite s  

ja p o n ic a  S t e u d . )が分布してい§ (第 3 図）〇そし 

て、その河口附近の湖岸にもツルヨシがみられ、また時々 

は中間的な外観を持つ群落もみられる。 ヨシ属で、わが

国に分布するものにもう1 種セイタカヨシ{P hragm ites 第 3 図琵琶湖沿岸および流域のヨシ属植物分布図

ka rka  T r i n . ) があるが、びわ湖岸でこれを見る事は少 ( 1 9 8 3 立花未発表）

なく、僅かに南部の河原の

堤防上にみられるだけであ 第 1 表 ヨシ•ツルヨシ要素検定規準表

る0

ヨシの外部形態、とくに ツルヨシ 3  •ン

その栄養器官の大小、長短
花器の特性 長 さ 長 さ

は環境条件に支配されるこ

とが大きく、遺伝的特性を
s i : 小穂の長さ

G i l : 第 1 包穎の長さ

7 ~  1 2 nun 1 2 〜 1 7 醐

- -
讓することがむずかしい0

そこで、花器の特性を調べ、
G 2 1 : 第 2 包穎の長さ

L, i 1 : 第 1 小花の長さ

ヨシ要素、ツルヨシ要素を
l j  a  x 1 : 第 1 小花题 穎の長さ

A n l : やくの長さ

8 1 0 ram 1 0 1 5 nun

比較して特性を知ろうと

した（第 1 表）。びわ湖岸

1 ・ 5 mm〉 2 . 0 mm <

得点単位
26地点での調査結果を第2

表に示す0 ヨシ程度指数が S1 2 0 点 2 〇点

100になるものは、一応完 A nl 2 〇点 2 0 点

全なヨシとみなし得るが、 2 0 点 2 〇点

そうでないものは、ツルヨ 2 〇点 2 0 点

シとの中間型と考える事に L j l - Q j L 2 0 点 2 〇点

した。ここで興味のあるこ 合 計 1 〇 〇点 1 〇 〇点

とは、東北部すなわち早崎
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から尾上に至る地 

域のヨシは、小穂 

内の花数が多く、

この事はツルヨシ 

(花数が少ない）

と反対の形態的特 

徴をもつことにな 

り、中間型と言う 

よりも、むしろ、

特異型と考えねば 

ならない点であっ 

た。この地域のヨ 

シは、がいして長 

く、太い茎を持ち、

また現存量が大き 

く、密度もきわめ 

て高いことや、点々 

と纂状に集団を形 

成したり、 4 m を 

越える巨大ヨシが 

存在するなど、他 

地域のそれとはお 

もむきを異にして 

いる(2>〇このこと 

は、ヨシの進化の 

過程において、他 

地域と若干巽った 

z 経過を辿ったので 

はないかと想像さ 

れる。すなわち、

ヨシの染色体数を見ると2 n =  24の基本型の他に3 〜 8 

倍数が実在することが報告されており⑷、この地域のヨ 

シの染色体進化が、他地域と巽っている可能性がある。 

この点に関しては目下調査中である。

種子ねん性と発芽

ヨシ帯において、ヨシの種子が発芽しているのを見る 

事は少ない。びわ湖においても、その群落の大部分は、 

栄養系に依存しているように見える。 しかし、この広大 

なびわ湖にヨシ帯が成立し始めた昔には、恐らく種子繁 

殖が主体であったに違いない。各地点における種子ねん 

性とその発芽を調査した結果は第3 表の通りであった0

第 2 表 琵琶湖々岸26地点のヨシ• ツルヨシ要素調査表 （ 1 9 8 2 立花未発表)

賙 卉 地 点 地点数 ・ 数 ョシ程度指数 ツルヨシ程度指数 側 项

1 . 近江大梳 2 3 1 0  0 形 〇彤 稔性不戾

2 • 下 笠 1 3 1 0  0 0 稔性不良

3 • 下 物 1 3 1 0  0 0

4 • 木の诉 2 8 1 0  0 0

6 .  W 训 川巿 疵 4 1 6 1 0  0 0 稔性戾好

6 .  " 北孤 1 3 1 0  0 0

7 .  fig菇川口北 2 4 1 0  0 0

8 . 愛知川口北 2 2 1 0  0 0

9 • 新 洵 2 1 9 0 1 0

1 1 0  0 0

1 0 . 畏命寺闲 1 2 1 0  0 0

1 1 . 近 江 町 （土 川 ） 2 1 9 0 1 0

1 1 0  0 0

1 2 . 犬上川口北 3 1 9 0 1 0

1 6 0 4 0

1 1 0  0 0

1 3  . 畏浜市 1 4 1 0  0 0

1 4 . 肉泝诹 港柬 1 3 1 0  0 0

1 B . 早 崎 南 3 1 1 0  0 0 6 小 挝 型：稔性/iyに良好

1 9 0 1 0 6 小槌逝：稔性戊好

1 8 0 2 0 7 小;KI型 ：ね性不 f U 叵火朋

1 6  • 尻 上 （延肪寺） 2 1 8 0 2 0 6 小肋型：稔性不良

2 9 0 1 0 6 小穂 锨 ：稔性不明

1 9 0 1 0 c 小 钺 型：稔浊 不明

1 7  . 塩 蚶  ® 2 2 8 0 2 0

2 8 C 1 6

1 8 ・大浦推西 1 1 8 5 1 G

1 9 .  〃 苽 1 1 4 0 6 0

2 0 ・大湘〜海 ill 2 1 1 0 9 0

1 0 1 0  0

2 1 . 今flt北 1 1 1 0  0 0

2 2 ・ 外ケ浜 2 4 1 0  0 0

2 3 荻之泝 2 4 1 0  0 0

2 4 . 白ひげ押社下 2 2 0 1 0  0

2 5 . わに浜 1 1 9 0 1 0 C 小独型：・ 不 爽

2 6 . 下 阪 木 （臨湖北） 2 2 1 0  0 0

栄養器官は未調査

すなわち各湖岸のヨシでは、種子ねん性は〇〜45.9%と 

ばらつきが大であったが 、びわ湖に流入する各河/11のッ 

ルヨシのそれは10〜29.7%と比較的安定していた0

この調査では、特異型ヨシと思われる早崎と尾上の二 

地点の材料は18%で湖岸の平均値より高率であったが、 

その後の調査では、この地域にもねん性0 %の群落も見 

出された‘（第 4 表)。

種子ねん性は、各地点でばらつきが大であったが、そ 

の撞子の発芽は良好で、地域差はほとんどみられなかっ 

た (第 3 表)。

ねん性は低いとはいえ、その種子がネく発芽するにも 

かかわらず、びわ湖岸で幼生を観察し得る事がほとんどな
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第 3 表 琵琶湖沿岸各地点におけるヨシとツルヨシの種子ねん性(1979)

採 取 地 点
調 査

個 体 数

種 子 ね ん 性 種 子 の 発 芽

調 登  

小穂数

得たる 

蘇'花玫

得たる 

種子致

小穂当り 钱 花 当 り  

種子ねん性 S 床玟

氺氺 

癸芽 致 ( 多 ）'

1 ・阪芬・ 甬淘E 庠 2 1 2 0 4 08 60 3 .4 1 4 . 7 (多） 18 18 (1 0 0  . 0 )

2 . 近江大僑， 商尚更岸 2 50 1 9 8 8 4 . 0 4 . 0 70 60 C 8 5 . 7 )

3 . 木 の 浜 ， 甬湖炅岸 1 3 7 8 4 2937 660 , 3 ・ 7 x z 2 2 .5 525 513 ( 9 7 .7 )
(2  .9  —4 9 ) ( 1 .7  - 4 5 . 9 ：

4 . 野州川川口 北湖頁岸 7 4 2 6 1731 153 4 .1 8 .8 1 2 8 1 2 5 ( 97 .7  )

5 . 日野川川口 II II 2 60 57 C 9 5 . 0 )

6 ，愛知川川口 it If 2 1 2 0 502 0 * . 2 0 ( - )

7 . 畏 命 寺 II II t 3 1 8 2 553 27 3 .1 4 . 8 21 20 ( 9 5 .2  )

8 . 犬上川川口 n II 1 68 286 7 4 .2 2 . 4 15 1 4 ( 93 .3 )

9 . 彦 根 甬 it II 3 1 8 0 804 24 4 ・ 5 3 . 0 35 31 ( 8 8 . 6 )

10  , 畏 浜 南 a it 3 1 8 0 84 6 1 9 4 .7 2 .2 22 22 ( 1 0 0 . 0 )

1 1 . 甬兵i t 港栗 it II 3 1 8 0 751 63 4 .2 9 .1 46 42 C 9 1 . 3 )

1 2 ，姉川川口 a II 2 32 27 ( 8 4 . 4 )

1 3  .早  埼 a It 2 1 1 9 446 81 3 .7 1 8 . 2 87 83 ( 9 5 . 4 )

1 4  . 尾上廷涝 寺 it il 2 1 1 5 4 21 78 3 .7 1 8 .5 35 33 ( 9 4 . 3 )

2 ノ合 汁 43 2 5 2 4 9888 1 1 8 5 3 .9 1 2 . 0 1 0 9 4 1 0 4 5 C 9 5 . 5 ）

山や 1 5  . 字曽淘厗 北淘泵 厍 3 1 8 0 543 55 3 .0 1 0  .2 29 22 ( 7 5 . 9 )

山*1、 1 6  . 野州川中流 水 保 2 11L 315 92 2 . 8 2 9 .2 33 26 C 7 8 . 8 )

山 *1- 1 7 ・ " 上流 摸 3 確 2 33 29 ( 87 . 9 )

山个 1 8  . 日野川中笟 野 村 1 60 1 5 9 22 2 .7 1 3 . 8 6 6 ( 1 0 0 .0 )

へ、1 9  . a 下茂 新 海 2 1 2 0 334 58 2 . 8 1 7 . 4 9 8 ( 8 8 .9  )

20  .犬上川下流 犬 上 礎 2 60 172 51 2 . 9 2 9 .7 65 57 ( 87 .7  )

山 2 1 . 婶 川 上 流 S 水 2 1 2 2 371 83 3 . 0 2 2 .4 20 19 C 9 5 . 0 )

*1、 22  . 戌時川上页 計 川 9 520 1 5 5 6 388 3 .0 2 4 .9 3 5 5 316 ( 8 9 . 0 )

氺 ツル 3 シ合 汁 21 1 1 7 3 3450 749 2 .9 21 .7 550 457 ( 83 .1 )

什 64 3697 1 3 3 3 8 1 9 3 i 3 .6 1 4 ・ 5 1 6 4 4 1 5 0 2 ( 9 1 . 4 ）

* 印はツルヨシ * * 印は培養器中（昼間28°C， 夜間18°C， 昼間のみ5,00〇ルックス以上）での発芽率を示す。

い理由は、その適地 (N iche) 

がすでに栄養系による群落で 

占められていることによるも 

のか、あるいは他に理由があ 

るのかを知る目的で、 2 〜 3 

の発芽実験を行った。照度と 

変温を組み合わせた発芽試験 

の結果は、1 日に10°Cの温度 

変化を与えると恒温区よりも 

明らかに発芽率が高く、照度 

を高めると発芽率も高くなっ 

た。 しかし照度よりも変温の 

方がより有効であった（第 4 

図）〇

発

芽

率

(%

1 0 0

80

60

ム〇

2 0

0

0

次に、人為的な温度、光条 

件の発芽実験に引続き、 自 

然条件にやや近い各種土壌

Lux 2 5 °〇 
Lux 3d*C  
Lux 2 5 °0  

Lux 20*C

Lux 2S*C  定温 
Li^x 2 5 ， C 定巧

踣

盈

盈

混
 

定

定

定

定

5 1 0  1 5 2 0  2 5  30

®  床 よ り の 日 数 （ 日 ）

第 4 図 温度と照明条件を変えたヨシの種子発芽

変温区は昼間 （ 12時間）28°Cに，夜 間 （ 12時間）18°Cに證いた 

もので各区とも200粒 ， 2 回計400粒の平均値を示す。
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を用いた実験を行った。発芽 

率は前記実験と大差なかった 

が、発芽後の生残り数は、川 

砂区が最も多く、次いで畑土 

と川砂を併用した場合で、畑 

土、池泥を用いた場合は生残 

り数が少なかった（第 5 表)。 

この結果だけを見ると、ヨシ 

の幼植物は、泥質の立地より 

も砂質の立地が適しているよ 

うに見える0 これらの実験結 

果から、自然状態での種子か 

らの群落形成を想像すると、 

おそらく、出水等の後にでき 

る砂質の日当りの良い浅瀬に 

のみ可能ではなかろうか。こ 

のことからヨシはある意味で 

水辺の先駆植物といえるかも 

しれない。びわ湖のように安 

定した大きい水圏では、大雨 

など川から土砂が流入した後 

にのみ河口に種子からの群落 

形成がみられるのではなかろ 

うか。 しかし、びわ湖に注ぐ 

河川は、ダムなどによってこ 

とごとく人為的に調節され、 

土砂流入などの自然条件がな 

くなった現在では、それを見 

ることができなくなってし 

まったものと考えることがで 

きよう。

第 4 表 ヨシの1 穂当りの種子数 （ 1982)

調 査 地 調査穂数 1 穂当り平均稲子数 ※ 比 数

尾 上 （墓地） 4 0 0 . 0

尾 上 （延肪寺） 3 1 7 0 .0 1 9 . 0

下 笠 1 0 1 8 2 .0 2 0 .3

木之本南 1 4 2 5 1 .9 2 8 .1

木之浜 9 6 5 7 . 8 7 3 .4

野洲川北川口 9 8 4 1 .3 9 3 .9

下阪本 9 9 3 2 .7 1 0 4 .1

今津北 9 1 1 0 6 .0 1 2 3 .5

3吁洲川南川口 9 1 2 4 0 .2 1 3 8 . 4

余 呉 東 3 1 5 8 8 . 0 1 7 7 .3

早 崎 8 2 8 8 4 . 3 3 2 2 .0

全地点平均 8 9 5 . 8 1 0 0 . 0

※ 比数は、全地点平均値を100とした値を示す。

第 5 表各種土壌条件下におけるヨシの種子発芽数と幼生の生き残り数の推移 （ 1979)

土壤の擂類（メプシュ） 2 6ZW 2ZYI 16/YI 3 U
0 日巨 6 日巨 2 0 日g 3 5 日目

細 眇 （ l.OwO 1 0  0 9 1 9 1 9 1
川 眇 中 眇 (1 .5W ） 1 0  0 8 8 8 8 8 8

粗 眇 （ 2.5««) 1 0  0 8 6 8 6 8 6

畑 土 1 0  0 9 6 7 7 7 7
土 壤 焼 土 1 0  0 8 6 8 2 7 4

池 泥 1 0  0 6 2 3 9 3 8

* 畑土 +  中 眇 （ 2 .5〇») 10  0 8 8 8 8 8 8
* 畑土 + 中 砂 （ 5 .0 ⑺ ） 1 0  0 8 5 8 5 8 5

プ ラ ン タ ー (5 0 cm x 2 5 X 1 5 )内にそれぞれ1 . 4 ,の土壌（砂）を入れ，水深を 

l c m 士0.5に保ち，ガ ラ ス 室内で培養した。* 中砂を畑土の表面に敷いたもの。
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